
3000+ POWER MATCHING

200+ Startup Show

10+ Networking Session

250+ Startup Pitch

50+ Leaders Session

日本の大手企業に求められる
イノベーション創出の取り組み



日本企業は本当にイノベーションが弱いのか？

1



2026

2

ファクト比較

VS
日本の化学大手
３社

A社：3.0兆円
B社：4.4兆円
C社：2.6兆円

売上：3.8兆円
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●売上の約1/3が直近5年の新製品 ●価格決定力のあるスペシャリティ比率が高い
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営業利益研究開発費

(億円)

技術を利益に変換する“価値転換力”の差

23.4%

7.0% 4.5% 5.4%

研究開発費

営業利益率
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“価値転換力”を高める取り組み（化学業界編）

➢技術起点からニーズ起点へ
• 背景：日本企業はルートセールスが大半で、顧客のその先にある市場の変化やトレンドまでは吸収しづらい

• 化学業界事例：マーケティング室、ソーシャルデザイン室、New Business Incubation Center

➢外部からの事業開発人材の登用
• 背景：日本企業は人材流動性が低く、事業の立ち上げを担うような人材が育ちにくい

• 化学業界事例：外部より100名を超える事業開発人材を採用（化学大手A社）

➢外部の優れた技術の積極活用（オープンイノベーションの推進）
• 背景：コモディティ⇒高付加価値の製品開発＆開発スピードの向上

• 化学業界事例：“スタートアップが選ぶオープンイノベーションに積極的な大企業ランキング”

TOP100企業の化学企業 2018年11社 → 2025年21社
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イノベーティブ大企業ランキング TOP100の化学大手企業

順位 社名

10 富士フイルムホールディングス

17 花王
22 三井化学
25 旭化成
25 三菱ケミカルグループ
31 豊田合成

36 レゾナック・ホールディングス

44 信越化学工業
49 デンカ
61 ａｒｔｉｅｎｃｅ
61 綜研化学
61 ＡＤＥＫＡ
93 日本化薬
74 デクセリアルズ
74 積水化学工業
74 三菱ガス化学
93 日本触媒
93 日本ゼオン
93 大日精化工業
93 ニチバン
93 タイガースポリマー

順位 社名

16 三菱ケミカルホールディングス

29 富士フィルム

36 三井化学

36 信越化学工業

36 住友化学

36 日本触媒

57 旭化成

80 DIC

80 カネカ

80 ライオン

80 三菱ガス化学

2025年 21社2018年 11社
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ILSを通じたスタートアップとの協業事例紹介

<共同研究開発>
容器製造技術×食のデータ活用で 製品の

共同開発を推進

<共同開発・製品化>
食卓コミュニケーション・トイ「猫舌フーフー」の共

同開発・製品化
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(ILSマッチング専用サイトより転用)
●114社570部署から約2,000名が商談に参加

パワーマッチング参加の大手企業（前回：2025年12月開催）

大手企業の出席者最高職位

社長クラス

2%
役員クラス

21%

事業部長・部長クラス

61%

課長クラス

16%
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人気トップ10スタートアップ・研究室
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●先端技術を持つディープテックが人気を博す

6位：商談数 13社 9位：商談数 12社

4位：商談数 14社商談数 15社

商談数 18社

株式会社カレアコーポレーション 
（推薦：ILS運営事務局）
非接触センサ－による人のバイタル、感情の可視化技術

株式会社ディメンジョンフォー 
（推薦：JAFCO Group）
究極の薄さの無機ナノシート技術を応用した革新的な
デバイス開発

茨城大学 原子科学研究教育センター
前田研究室
（推薦：茨城大学、NEDO）
樹脂基材と化学結合で結ばれるコーティン
グ剤の開発

株式会社エネコートテクノロジーズ
（推薦：三菱ＵＦＪキャピタル）
次世代太陽電池の大本命「ペロブスカイ
ト太陽電池」

SOLO Wellbeing Ltd.
（推薦：JETRO）
画像解析による感情・表
情解析AI

株式会社Gab
（推薦：スパークル）
あらゆる廃棄物を炭化し、人
工皮革、不織布、建材、顔料
など高付加価値素材へ転換
する資源循環事業

株式会社Blue Water 
Energy（推薦：物質・
材料研究機構）
海水と淡水の塩分濃度差
を利用した次世代再生可
能エネルギー技術

株式会社MinD in a Device
(推薦：東京大学協創プラット
フォーム開発)
AIの睡眠学習を活用した高性
能画像解析ソリューションの提
供

商談数 16社

株式会社ベホマル
（推薦：中小企業基盤整備機構）
CO2吸収プラスチックを実現する環境
新素材の開発製造販売

株式会社レボーン（推薦：
東京都、FFGベンチャービジ
ネスパートナーズ）
においセンサー×AIで、にお
いを可視化する世界初の嗅
覚DXプラットフォームの実
用化
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パワーマッチングの特長

効率よく協業案件を獲得（平均8案件、商談の3割）

大手企業114社 (前回) スタートアップ756社(前回)

商談

2,562件

協業案件

747件

商談リクエスト

OIを一挙に推進（平均5部署15名が商談参加）

内、研究室147チーム
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提供可能リソース

協業テーマ

大手企業DB

求める提案

会社・経営情報

事業戦略・収益モデル

製品・技術

スタートアップ
・研究室DB

参加したい

96.3%

次回参加意向
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● スタートアップ・研究室の3つの参加基準

①世界100機関以上のVC・アクセラレータが推薦する企業限定（完全招待制）

②大手との
協業を希望

③代表者が商談に
参加可能

①ILSアドバイザリーボードが1次スクリーニングした
技術的信頼性と事業性を兼ね備えた有望企業

⚫ ILSアドバイザリーボードメンバー（国内81、海外28機関）
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日本のベンチャーキャピタル 31機関 アクセラレータ 12機関

大学 12機関

外国政府機関 12機関

政府機関 11機関 地方自治体及び関連機関 15機関

海外VC / 海外アクセラレータ / 海外大学 16機関
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②大手企業の関心領域に合致する有望スタートアップを重点的に招聘

決済・FinTech・InsurTech

Web3・メタバース・NFT

位置情報・GPS

SNS・ゲーム・ゲーミフィケーション

スマートオフィス・バックオフィスツール

IaaS・PaaS・SaaS・クラウドコンピューティング

BI・マーケティングオートメーション

AI (自然言語処理など)

AI (音声認識など)

AI (画像認識・画像解析)

AI (制御技術)
AI (最適化・推論)AI (生成系)

ビッグデータ解析

サイバーセキュリティー・暗号技術・生体認証

VR･AR･MR･XR

3D画像・立体画像・ホログラフ

デジタルツイン

画像処理・映像処理

コネクテッドカー・自動運転

ヒューマンマシンインターフェース感情推定

通信・5G・6G
IoT・M2M

量子コンピュータ・次世代コンピュータ

サプライチェーン・ロジスティクス

スマートホーム

スマートシティ

機能性食品・次世代機能性農林水産物

代替肉・植物肉・品種改良

食品調理・保存・流通･農業生産管理

養殖･農水産加工・植物工場

Agri Tech

Food Tech
半導体・LSI・SoC

フォトニクス・レーザー

ロケット・小型衛星・宇宙技術

高機能素材

脱炭素・GX・カーボンニュートラル・

サステナビリティ

電池・蓄電・水素・バイオマス

再生可能エネルギー

バイオレディメーション・微生物・土壌再生

Climate Tech

再生医療・iPS・人工臓器・3Dバイオプリンティング

遺伝子・ゲノム

創薬・新薬 デジタルヘルス

予防医療・介護

メンタルケア

医療機器・遠隔医療

バイタルセンシング

モビリティー

家庭用ロボット

産業用ロボット

EV・次世代自動車

電子部品

センサ・MEMS

ドローン

ウェアラブルデバイス・スマートデバイス
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中

関心を示した大手企業の数多少 中

戦略成長ドメイン（Strategic Growth）

• 大手の関心が高く、潜在的なマッチング数に対する商談発生率(=探索効率)も高水準で推移しており、テーマ適合性の高いス
タートアップの集積が確認される領域。

• 市場拡張局面にあり競争は激しいが、商談が生まれやすい環境が形成されており、その結果として新規スタートアップも集まりや
すい成長領域。

産業基盤ドメイン（Industrial Core）
• ものづくりやインフラなど裾野が広い基盤領域。大手・スタートアップ双方の参加数が多く、選択肢は豊富。
• その分、テーマが分散しやすく、探索効率は中〜低水準。成熟市場ゆえに探索は広範に行われる。成果は、テーマ設定と精緻な
目利きが鍵。

高精度ニッチ領域（Emerging Niche）
• 関心を持つ大手は限定的だが、探索効率は高水準で、テーマ適合性の高いスタートアップの集積が確認される領域。
• 潜在的なマッチング数は絞られるが、少数のプレイヤー間で密度の高い接点が生まれやすく、短期間で深い連携に発展する可能
性を持つ。

減衰領域（Diminishing Domain）
• 大手企業・スタートアップ双方の参加数が限定的で、探索効率は中〜低水準。
• 技術潮流や市場構造の変化により相対的優先度が低下傾向にある。

※探索効率 / バブルの大きさ
• 本指標は、探索効率＝実際に発生した商談数÷潜在的なマッチング総数（大手企業数 × スタートアップ数）として算出されます。探索効率

が高い領域ほど、大手企業とスタートアップの関心やテーマ設定が噛み合っており、協業候補と出会える確率が高い領域であることを示します。
• 各バブルの大きさは、スタートアップ・研究室の参加数を表します。
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③オープンイノベーションを一挙に推進できるサービス

ハイブリッド商談システム

• モニター
• スピーカー
• マイク
• 商談用Wi-Fi

30名分

● 関係部署やキーパーソンを安心して巻き込める

ログインアカウント数 無料日英通訳サービス
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対面商談参加人数

大手企業側

5名までOK

対面or
オンラインOK
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<資本業務提携>
風況観測・予測ソリューション開発

で資本業務提携

<資本業務提携>
行動予測AIの開発の資本業務提

携、日本展開を加速

<製品化に向けた協業>
非接触バイタル・メンタル検知セン
サーの製品化に向けた協業

<資本業務提携>
再エネ導入の推進にむけた資本業

務提携

<資本業務提携>
CVC第1号事案。STEAM教育コ
ンテンツを見据えて協業開始

<共同開発・製品化>
食卓コミュニケーション・トイ「猫舌
フーフー」の共同開発・製品化

<共同開発>
高機能な導電性繊維センサーソ

リューションの共同開発

<資本提携、共同研究>
新しい農業製品の普及に向けた

資本提携、共同研究

<業務提携>
データドリブンな地域活性化活動。
北海道でデジタル周遊パス発売

<共同開発>
次世代の無人店舗サービス「BAITEN 

STAND」の共同開発

<共同開発>
VR技術と力覚デバイスを組み合わ
せた教育ツールを共同開発

<資本業務提携>
行動認識AI開発で資本業務提
携、セキュリティ分野の社会実装

<共同開発>
歯磨き粉の香り開発へのAI活用

<共同研究開発>
容器製造技術×食のデータ活用で

製品の共同開発を推進

<資本業務提携>
バイタルセンシング材料を用いた介

護支援システムの開発

<資本業務提携>
3Dデータ活用などビジネスモデルの

共同開発

<資本業務提携>
ビッグデータリスク情報サービス領域で資本提
携、双方のシナジーを追求する業務提携

<共同開発>
AIを用いた技術文書活用システム

の共同開発

<業務提携>
新たな不動産の活用とソリューションを

推進中

<業務提携>
コールセンター向け音声認識AIの

開発

<共同研究開発>
自動化ロボットのエンドエフェクタ部品

の共同研究開発

<業務提携>
画像認識AIソリューションの共同事

業

<資本業務提携>
オーダーメイドサプリメントマシンの開

発

<合弁会社設立>
コーティングとレーザーによるサビ取り

事業

<M&A>
ソーシャルムービーレビューのサービス

連携

<共同研究開発>
BMIデバイスで収集するデータの
活用に関する共同研究開発

<業務提携>
次世代型半導体電気特性評価シ

ステムの開発・業務提携

<業務提携>
国際線の特別機内食の開発

<業務提携>
国際線の特別機内食の開発

<業務提携>
ロフトのオムニチャネル戦略における

提携

<業務提携>
睡眠総合サービス「Sleep Styles」

開発における業務提携

<業務提携>
ANA機内の放送番組を共同制作

<M&A>
子会社化し、オムニチャネルマーケ

ティングを推進

パワーマッチング 協業事例 (抜粋)

<共同開発>
「皮脂RNA」を用いた郵送検
査サービスの共同開発

<共同開発>
非侵襲医療診断装置の

共同開発

<業務提携>
運動機能計測事業開発に関

する業務提携

<共同開発>
植物油製造過程で廃棄され
る未利用バイオマス有効活用

<資本業務提携>
「口コミコム」と連携、リアル店
舗のＤＸを推進

<業務提携>
洋服パターン生成スタートアッ
プとヨーロッパ市場を開拓

<資本業務提携>
「音楽×住宅」領域における新たな

共創

13

<業務提携>
乳製品の少量生産・随時配
送のバリューチェーン構築
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参加申込み・期限

2026年 7月～
参加枠132 社(先着)

パワーマッチング2026 スケジュール

14

最終申込み期限

9月初旬

マッチングスケジュール

先行申込み期限

10月初旬 ： スタートアップ＆ラボＤＢ公開・商談リクエスト開始
11月中旬 ： 商談先と商談日時確定
11月下旬・ 12月中旬 ： オンライン商談期間
11月30日～ 12月4日   ： 対面商談期間(ILS会場：虎ノ門ヒルズ）

8月下旬



2026個別説明会実施中 ILS公式サイト：https://ils.tokyo/

パワーマッチング個別説明会 開催中

イノベーティブ大企業
ランキングTOP100

15

●マッチングシステムのデモ
●商談成功のための準備

          ●ILSを使った社内の巻き込み方

パワーマッチング
レポート
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